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二百年にして可能となったこと――あとがきに代え
て



























































共同研究 「近代東アジアにおける二字熟語概念の成立に関する総合的研究」(代 表馮天瑜 ・平成一
六年度)



















と 『概念』の連続と継承」、「セッションH幕 末 ・清末における 『知』の再編と創成」、「セッション皿
近代諸概念の生成と展開」、「セッションIV二 〇世紀における東アジア的 『知』と概念の新展開」と、
おおむね歴史の展開順に構成 し、また分野的にも思想史、文化史、言語史の三領域からそれぞれの課題、
テーマにアプローチして頂いた。ここには、それぞれの 「国籍」と研究領域を背負いながらも、それら
をあえて克服して、他文化、他領域にまで踏み込んで個々の概念や、あるいはそれをめぐる諸事象を探
求する発表者、『執筆者の方々の真摯な姿が確認できよう。
むろん、こうした目論見がどこまで達成したかは、あくまで個々の読者がご覧になった上、ご判断な
さるべきで、編者としてここで云々するものではない。ただ、一部にまだギコチナサが残っているとは
いえ、従来の文化帰属、専門分野を乗り越え、比較的総合的に多数の近代概念、ないしはその背後の近
代知システムの変遷を整理、解明できたことは、きっとわれわれの一連の模索と努力が間違っていなか
ったことを証明してくれるだろう。
最後に、編者の一人として、発表、執筆者、また論文参加の諸先生方に深く感謝の意を表したい。紅
葉の染まりかかった京都で素晴らしき一時を共に過ごしたことを今もたいへん壊かしく思い出される。
むろん、本報告書を編集する過程ですべてを引き受けた担当の堀内智氏にも感謝したい。そのご努力な
しには、とてもこの報告書が完成できなかっただろう。心よりお礼を申し上げたいと思 う。
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